
平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日
提
出

質

問

第

三

四

四

号

原
発
の
な
い
沖
縄
と
電
源
開
発
促
進
税
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳

344



原
発
の
な
い
沖
縄
と
電
源
開
発
促
進
税
に
関
す
る
質
問
主
意
書

原
子
力
発
電
所
（
以
下
、
原
発
と
い
う
）
と
米
軍
基
地
は
共
に
国
策
で
あ
り
な
が
ら
、
首
都
機
能
や
大
都
市
を
避
け
、
辺
境

の
地
方
、
と
り
わ
け
経
済
基
盤
の
脆
弱
な
過
疎
地
域
に
押
し
付
け
ら
れ
て
き
た
。

原
発
は
、
政
官
業
、
御
用
学
者
、
文
化
人
、
マ
ス
コ
ミ
等
の
利
権
集
団
、
い
わ
ゆ
る
原
子
力
ム
ラ
の
住
人
た
ち
が
「
ク
リ
ー

ン
で
絶
対
安
全
」
と
の
「
原
発
安
全
神
話
」
を
振
り
か
ざ
し
、
電
源
三
法
交
付
金
な
ど
の
�
原
発
マ
ネ
ー
�
を
ば
ら
ま
く
こ
と

に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
。

一
方
の
米
軍
基
地
は
、
政
官
業
、
御
用
学
者
（
軍
事
評
論
家
）
、
中
央
マ
ス
コ
ミ
等
の
利
権
集
団
、
い
わ
ゆ
る
日
米
安
保
マ

フ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
者
た
ち
が
「
抑
止
力
」
と
い
う
軍
隊
の
論
理
と
「
日
本
の
平
和
と
安
全
を
守
る
」
と
の
大
義
名
分
を
も
っ

て
「
軍
事
力
安
全
神
話
」
を
つ
く
り
だ
し
、
防
衛
施
設
周
辺
対
策
事
業
補
助
金
や
米
軍
再
編
交
付
金
な
ど
の
�
基
地
マ
ネ
ー
�

に
よ
っ
て
、
沖
縄
に
集
中
的
か
つ
過
重
に
配
備
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
昨
年
三
月
十
一
日
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
っ
て
「
原
発
安
全
神
話
」
は
完
全
に
崩
壊
し
た
。
ま
た
、

「
九
�
一
一
」
（
米
中
枢
同
時
多
発
テ
ロ
）
以
来
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
、
紛
争
の
火
種
と
な
っ
て
い
る
今
日
で
は
「
仮
想

敵
国
」
を
前
提
と
す
る
「
抑
止
力
」
論
も
成
り
立
た
ず
、
「
軍
事
力
安
全
神
話
」
も
完
全
に
崩
壊
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

一



私
は
「
脱
原
発
」
と
「
脱
基
地
」
こ
そ
が
、
わ
が
国
の
未
来
を
拓
く
政
治
理
念
で
あ
る
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
沖
縄
県
に
原
発
が
一
基
も
立
地
さ
れ
て
い
な
い
の
は
公
知
の
事
実
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
発
の
恩
恵

を
全
く
受
け
て
い
な
い
沖
縄
県
で
も
原
発
推
進
に
関
す
る
電
源
開
発
促
進
税
が
電
気
料
金
に
上
乗
せ
し
て
徴
収
さ
れ
、
同
税
の

多
く
が
国
庫
金
と
し
て
既
存
の
原
発
の
安
全
性
向
上
対
策
費
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
矛
盾
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

電
源
開
発
促
進
税
法
な
ど
い
わ
ゆ
る
電
源
三
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
い
つ
か
、
立
法
目
的
と
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

二

電
源
開
発
促
進
税
の
販
売
電
力
量
一
ｋ
Ｗ
ｈ
（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
）
あ
た
り
の
税
率
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
そ
の
う

え
で
、
同
税
率
の
内
訳
に
つ
い
て
「
電
源
立
地
対
策
」
「
電
源
利
用
対
策
」
の
別
に
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
目
的

お
よ
び
使
用
目
的
（
使
途
）
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

三

電
源
開
発
促
進
税
の
課
税
対
象
と
な
る
長
期
固
定
電
源
と
は
、
具
体
的
に
い
か
な
る
発
電
形
態
を
指
す
の
か
。
原
子
力
発

電
以
外
も
対
象
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
発
電
形
態
の
全
て
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



四

原
発
が
一
基
も
立
地
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
恩
恵
を
全
く
受
け
て
い
な
い
沖
縄
県
に
あ
っ
て
、
電
源
開
発
促
進
税
を
課
す

理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
係
る
課
税
は
受
益
者
負
担
の
原
則
に
反
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

五

沖
縄
県
で
電
源
開
発
促
進
税
が
電
気
料
金
に
転
嫁
さ
れ
始
め
た
年
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
同
県
に
お
け
る
平
成
二
十

三
年
度
ま
で
の
課
税
総
額
の
累
計
を
示
さ
れ
た
い
。
な
お
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
の
過
去
三
年
間
に
つ

い
て
は
、
同
県
に
お
け
る
年
度
毎
の
課
税
額
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
係
る
課
税
状
況
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

六

沖
縄
県
お
よ
び
同
県
の
電
源
立
地
市
町
村
に
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
が
交
付
さ
れ
始
め
た
年
を
明
ら
か
に
し
た
う
え

で
、
政
府
が
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
同
県
お
よ
び
同
市
町
村
に
交
付
し
て
き
た
交
付
総
額
の
累
計
を
示
さ
れ
た
い
。
な

お
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
の
過
去
三
年
間
に
つ
い
て
は
、
同
県
お
よ
び
同
市
町
村
に
お
け
る
年
度
毎
の

交
付
額
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
係
る
交
付
状
況
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

平
成
二
十
四
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
電
源
開
発
促
進
勘
定
（
三
、
一
三
五
億
円
）
の
使
用
目
的
（
使
途
）
の
う
ち
、

「
電
源
利
用
対
策
」
（
た
と
え
ば
、
既
存
の
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
向
上
の
た
め
の
取
組
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
に
向

三



け
た
取
組
な
ど
）
「
原
子
力
安
全
規
制
対
策
」
は
、
原
発
の
な
い
沖
縄
県
と
は
全
く
無
関
係
の
歳
出
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

こ
れ
ま
で
政
府
は
、
沖
縄
県
あ
る
い
は
沖
縄
県
議
会
か
ら
電
源
開
発
促
進
税
の
課
税
免
除
を
求
め
る
陳
情
や
要
請
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
ば
、
日
付
を
特
定
の
う
え
、
文
書
に
よ
る
陳
情
（
要
請
）
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


